
 
 

令和 2年 11月 2日 

（通算第４41号） 

問い合わせ先 

長野県庁園芸畜産課 

電話 026-235-7232   

￥ 

 
     
  
今月 25 日、韓国において、32 ヵ月ぶりに野鳥の糞便から HPAI ウイルスが検出

されました。本格的な渡り鳥の飛来シーズンを迎えますので、今一度、防鳥ネット

の破損の有無、着替えや手洗いの励行など、飼養衛生管理状況の点検を行い、      

防疫に万全の対応をお願いします。 

また、引き続き、異常家きんの早期発見・通報をお願いします。   

♦ 国内に冬鳥として渡ってくるカモ類の多くは、ロシア東部及びアジア東部    

から渡ってきます。 

♦ これまでの国内における野鳥及び家きんでの発生の多くは、韓国で発生した 

シーズンに確認されています。                                                                        
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発生予防の重要ポイント！ 

人・物・車両によるウイルスの持ち込み防止 
□ 衛生管理区域、家きん舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底 
□ 衛生管理区域専用の衣服、靴、家きん舎ごとの専用の靴の使用 
□ 上記措置の記録 

 
野生動物対策 
□ 防鳥ネットの設置・修繕、壁の破損・隙間の修繕 
□ 家きん舎周囲の清掃、整理・整頓 
□ 上記措置の定期点検 

32 カ月ぶりに確認 ！! 

韓国にて野鳥で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が検出 

 

 

 
常に家きんの健康状態を把握し、下記の症状を発見した場合には、 

直ちに最寄りの家畜保健衛生所に届け出てください！   
□ 同一鶏舎における１日の死亡率が過去３週間の平均の２倍以上となった場合 

  （明らかに高病原性鳥インフルエンザ以外の事情による場合は除く） 
 
□ 鶏冠、肉垂等のチアノーゼ（青紫色）、沈うつ、産卵率の低下等の症状を呈している 

家きんがいる場合 
 
□ ５羽以上の家きんが、まとまって死亡している場合、又はまとまってうずくまっている場合 

2020 年 8 月以降、ロシアやカザフスタンの野鳥・家きんで 

多数の HPAI 発生例があり、今シーズンも注意が必要です！ 


